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:  尼崎市北部 0富松地区では、古くから土壌が豆栽培 :こ 向いていることから、稲作の裏作としてソラマ :

3 メを栽培していました。この豆は一粒の大きさが一寸 (約3セ ンチ)ほ どであったことから、富松一寸豆 :

3 と呼ばれました。皮が柔らかく甘みがあり明治時代には天皇に献上されるなど戦前まで有名な特産品で :

3 した。しかし、戦後になると住宅地が増え、都市化が進み栽培が激減します。また、富松一寸豆は、畑 :

: の養分を大量に消費することからも栽培の減少につながりました。                :
:  一度は栽培が途絶えた富松一寸豆ですが、平成9(1997)年 より「富松豆保存研究会」が発足し、この :

書 伝統野菜を存続させるための活動が行われています。地元の農家では体耕園を籍用し共同栽培研究が進暑
: められています.種まき。苗の植え替え 0収穫する農業体験は、地元の尼崎北小学校や富松幼稚国の子 :

: どもたちが行っています。10月 上旬に学校の花壇に約700粒の種を植え、10セ ンチほどの苗になった :
こ ら、富松町の畑に植えられます。4月頃に白い蝶形の花が咲き、5月 中に収穫されます。収穫祭では、子:

: どもから大人まで多くの参加者で賑わいます。富松神社では毎年5月 をこ「富松一寸豆まつり」が開催さ :

Lれ、豆振舞いが行われるなど、貴重な富松一寸豆を味わうことができます。            ∫
%。
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◆節分イベント豆審議
2月 3日 は節分です。かつて節分とは季節の変わり目を意味 していましたが、やがて立春の前日だけを呼ぶ

ようになりました。四季の巡りで春が一年の始まりとなり、立春の前日は大みそかにあたります。古代中国
では、大みそかに疫病や邪気を追い払う行事があり、奈良時代に日本にも伝わります。やがて室町時代に豆
まきを行うようになり、江戸時代に庶民の間でも行われるようになりました。

なぜ豆を使 うのかというと、豆は「魔目 (ま め)」 で鬼の目を打つ、「魔を減する=魔減」で鬼を追いやる
という説があります。豆には霊力があると考えられており、一般的には大豆を使いますが、殻付き落花生を
まく地域もあります。豆まきの後は自分の年の数だけ豆を食べることで、一年間健康に過ごせると考えられ
ています。食べにくい場合、お茶を注いで福茶にしても、同じようにご利益があるとされています。

(参考 :『季節の行事と日本のしきたり』毎日コミュニケーションズ/編集発行)

《新・尼崎の本棚 108》

③「菫」:こつ鰤でならこんな本⑫
『豆とスープが待つ食卓』丸山久美/著 文化出版局 211713519
『豆の歴史』ナタリー・レイチェル・モリス/著 原書房 212216150
『まめまきできるかな』すとうあさえ/著 ほるぷ出版 221879209

2月
印の日はお休みです

3月

日 月 火 水 金

28 29 30 31

2月 :如月(きさらぎ)

「きさらぎ」の由来!よ、寒さのために、さら
に衣(きぬ)を着ること、「着更着(きさら

ぎ)」「衣更着」から転じたという説。また、

時気(じき・寒気)更に来る。「気更来」(き

さらぎ)から来たという説もある。
誕生石 :アメシスト、クリソベリルキャッツ

アイ

時候:初午、節分、晩冬、梅のつばみ
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予蟄∩∩太人もり/は[癸鸞盆鰤魃なり徒

【画時1 2月 筒圏(土。視)]4:◎の～¶5:③③
【場所】3階集会室
【対象】どなたでも
量定員250鰈程度
I申込】不要

ボランティアグループ『ひまわりの会』によるストー1ジ ーテ:プ ング。
寒しヽ冬:こ 、いろげを回んで昔議を聞くよう抵、子どもから大人まで渠し雹る
お|よなし会です。当日|よ直接会場|こお越しくださしヽ 1
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<2月展示のご案内>

一般大展示 ′3、たりの「太郎」

Z階展示   キノコの世界
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◇孟はイベ骰囃をや笙、文覺骰仁贔⑪薇晰なが躊踪躾o③

゛ご案辣蜀鶉鐵繹染症対策八辟ご蠅乙鬱濶吻ゃ政膠なす。

【日時】2月 25日 (土)①10:00～ 10:45 ②ll:00～ 11:45(全 2回 )

【場所】北図書館 館内
【対象]中学生以上
【定員】先着20名 (各回10名 )

【申込】2月 9日 (本)～ 1階カウンター、または電話にて受付

普段:よ入れない書庫の内部を図書館スクソフがご案内します。
また、セルフ貸出機とシール印昂」機の利用方法も説明します。ぜひご参加ください !



腱 影 瘍 鶉 魃 瘍 儡 隋 魏
:日  時1 2月 15日 (水) 午後 2時から1時間ほど
:場 所1 3階  集会室

:内 容】 『あなたは、誰かの大切な人』より
「最後の伝言」    原田 マハ//著

趙瘍鰺ポランティ?「謬 。躙亀穆』珍酪磐ehtけ 。

※状況により、内容の変更。中止になる可能性があります。

〔おぎわら。ひろし〕1956年～埼玉県生まれ。『オロロ畑
でつかまえて』で小説すばる新人賞、『明日の記憶』で山
本周五郎賞、『二千七百の夏と冬』で山田風太郎賞、『海
の見える理髪店』で直木賞を受賞。

齢 蔵庫を抱きじめて』
荻原

好きな音楽や観たい映画、読もうと思つ
ている本までぴつたり合う直子と越朗は結
婚 し、新生活を始めた。すると、食に関 し
て二人の好みは悉く合わないと分かる。食
事作 りに奮闘する日々に、直子は摂食障害
に悩んでいた中学時代を思い出し……。表
題作ほか8編 を収録した短編集。

濃[蓄]/新爾社
『逢魔が時に合いましょう』

荻類 浩[蓄]/集芙盈

民俗学の布目准教授からフィール ドワー

クのアルバイ トとして雇われた高橋真矢。
さっそく布目と “座敷わらし"の現地調査
|こ 向かうが・……。河童、天狗など、怪 しい

ものの正体を求めて奔走するコンビの珍道
囀を描 く。『小説すばる』掲載を加筆・修
正 し、書き下ろしを追加 して文庫化。

『極1小農園国記』

荻原 浩[警]/毎日新銀出飯

採れたてを節でて、ビールと楽 しむソラ
マメ。壊滅の危機に瀕するカブ、虫との終
わらぬ闘 tヽ ……。極小農園主がおくる庭先
での悲喜こもごも、旅の話などを綴った初
エッセイ集。連載された「秋冬編」から十
年を経て、「春夏編」を書き下ろし、『毎
日新聞』連載等をまとめて単行本化。

『 ここにもヽるよざしきわらし』
荻原 浩[文]。 をヽぬんこ[絵]

/畿闘翻闘轟販
“ざしきわらしつてなあに?"ゆ うちや

んのひいばあちゃんが、座敷わらしの話を
してくれた。ひしヽばあちゃんが子どもの
頃、村の大きな家には、たいてもヽ座敷わら
しが住んでいたんだって・……。座敷わらし
を知らない子どもたちに贈る、著者初めて
の絵本。 【0～ 5歳 ]

ξtM膀耀_力静`

成城大学卒業後、広告制作会社勤務を経て、フリーのコピーライターとして独立する。
小説を書きはじめ、司997年『オロロ畑でつかまえて』で小説すばる新人賞を受賞して
デビュー。20の3年に広告の仕事の減少によ鼈コピーライターを廃業し、事業作家に。
著作の『明日の記憶』|ま2006年に映画化。
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第10第 2・第3法 は M場 所83m集合量

おひざ  (0～⊇饉くらしヽ)午後8:◎0～
小さもヽ人 (3～ 5なくら絲)等機⊇:15～
大きもヽ人 (小学校鍾学年)午後2:く 0～

P/4《金》
谷蕊ひどのうえ

『くりしたくん』
『趾つま:れ～』

◎可ヽさしヽ人
『おだんご|ぶん』

『わたしとおそんで』

◎大きもヽ人

『ゆうめヽんなアイ8′ 一ン』
『ス纏地燒』

%。覇3塁餞鰺

%かヾゃ心拶藉屁

場所::階絵本国一ナー

g/!(本
)、 2/:S(本 )

午前 |〕 :③O～ ||:20

0晟～Z歳くらヽ のヽあ子さんと保護者向:ナ

赤ちやん絵本、わらべつた、手遊びなど

量/唱 S(量 )

◎おひどのうえ
『!寂 もヽだっち」

Fは ヽヽはもヽす6ものよっとしヽで』

の小さい人

「どうぞのもヽす』
『おしヽし℃ヽわめヽゆ』

◎大きもヽ人

『つきめヾ。S、るよなこうヾもヽくま』
『力ヽえる者のんだととさん』

欝o・露《 嘔祗熙

場所 ::階園ビー

2媚聰くらもヽめヽら

2/:2(国 )、 2/〆 20(国 )

午前 !|:00～ |∫ :20

季節の総本や紙篭居など
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